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保育士養成課程における食育の課題
～保育学生の食生活の実態からみた一考察～

清水　陽子

A Problem of The Food Education in Childcare Training Courses
- A Consideration Judging from The Eating Habits Actual Situation of The Childcare Student -

Yoko SHIMIZU

 1．緒言
　健全な食生活は人間が生きていく上での基本で
ある．特に乳幼児期は，生涯にわたる人間形成の
基礎を培う時期であり，乳幼児期から適切な食事
のとり方や望ましい食習慣の定着および食を通じ
た豊かな人間形成の育成を図ることは重要であ
る 1)．しかし，豊かで便利になった社会環境の変
化に伴い，食生活の乱れや栄養摂取の偏り，肥満
や生活習慣病の増加など食に関わる様々な問題 2)

が生じ，望ましい食習慣の形成が課題となってい
る．
　保育所保育指針 3) では，食育は保育の一環と
して位置付けられ，子供の育ちを支える食育の重
要性が示されるとともに，第 3次基本計画 4) を
踏まえた食育推進に関する内容の充実が図られて
おり，保育現場では多彩な食育活動が取り組まれ
ている．しかしながら，保育者をめざす年代の若
者は食生活の乱れが憂慮される結果が報告 5) さ
れている．効果的な食育を実践できるのかどうか
は保育者の力量にかかっており，保育現場での食
育の質に影響を及ぼすと推察される．
　そこで本研究では，保育士養成課程の食学習科
目「食育の基礎知識」において基礎的な学習によ
る食育の知識を習得することにより，食育に対す
る意識と学生自身の食生活に対する意識や態度の
変容との関連を明らかにし，保育現場で食育を実
践することができる保育士を養成するための効果
的な教育方法を構築することを目的とする．

 2．方法
（1）対象
　対象は，平成 30年度の保育学科における「食
育の基礎知識」の授業を受講した 1年生 50名お
よび 2年生 38 名の計 88 名とした．調査は，無
記名自記式質問紙を用いて 2回実施した．1回目

の調査は，講義の初回，2回目の調査は講義の最
終日に実施した．調査票はいずれも全て回収した．

（2）食生活調査
　食生活調査に関する質問については，エクセ
ル栄養君 FFQg 食習慣アンケート 6) を用いた．質
問項目については，食行動に関する質問 19 項
目，食態度に関する質問 19項目，食意識に関す
る質問 17項目とした．回答は，エクセル栄養君
FFQg 食習慣アンケートの得点設定を用い，2～
5段階で評価し，各々の合計点を算出した．また，
これらの質問項目に，基本属性に関する性別およ
び年齢の 2項目，食育への意識に関する 3項目，
現在の食生活を改善する意識があるかの質問を追
加した．2回目の調査時には，授業で習得できた
内容，授業を学んだ感想として自由記述を依頼し
た．

（3）解析方法
　食行動，食態度，食意識の各得点では，質問の
回答から合計点を算出したのち，講義前の各得点
の中央値により低得点，高得点（中央値を含む）
の 2つに区分した．すなわち，食行動では低得
点（1～ 8点），高得点（9～ 16 点），食態度で
は低得点（3～ 10 点），高得点（11 ～ 18 点），
食意識では低得点（2～ 8点），高得点（9～ 18点）
とした．また，食行動，食態度，食意識の各質
問項目の回答は，エクセル栄養君 FFQg 食習慣ア
ンケートの選択肢が 4段階に設定されたものは 2
区分に，5段階に設定されたのものは 3区分にま
とめ，それぞれ解析を行った．
　講義前後における食育への意識および食行
動，食態度，食意識の得点，各質問項目の比較に
は，χ 2 検定を用いた．統計解析ソフトは，IBM 
SPSS Statistics for Windows 21 を用い，有意水
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準は 5％とした．

（4）倫理的配慮
　調査内容や回答者の個人情報の取り扱いについ
ては，函館短期大学実験等倫理委員会の審査を受
け，承認を得た（H.30-01 号）．調査対象者とな
る学生には本研究の趣旨について，書面において
十分に説明し，研究実施に対する許可を得た．書
面の内容には，結果の公表にあたり統計的に処理
されるため個人を特定されることはないこと，得
られた研究データは研究以外の目的で使用しない
こと，この研究に参加しないことでの不利益はな
いことなどを明確にした．

 3. 結果
（1）講義前後における食育に関する意識の変容
　質問紙調査を実施した 88名全員（男性 11名，
女性 76 名，回収率 100.0％）から調査用紙を回
収した．対象者 88名のうち，質問紙の回答に不
備があったものを除いて解析対象とした．すなわ
ち，１回目の調査では 87 名（平均年齢 20.6 ±
6.9），2回目の調査では，86 名（平均年齢 21.1
± 7.6）を解析対象とした．
　食育への意識について表 1に示した．

　食育への関心については，講義前では「関心
がある」と回答した者は 19名（21.8％），「どち
らかといえば関心がある」と回答した者は 56名
（64.4％）と合わせて 8割以上を示し，食育への
関心は高かった．講義後では，「関心がある」と
回答した者は 42名（48.4％）と講義前より高く
有意な差がみられた（p<0.01）．しかしながら，
講義後においても「どちらかといえば関心がな
い」，「関心がない」と回答した者は 10％程度と
講義前と比較し変化はみられなかった．食育につ

いて「聞いたことがあり意味も知っている」と回
答した者は講義前では 11名（12.6％）であった
が，講義後には 49名（57.0％）と有意な差がみ
られた（p<0.01）．食育活動への参画では，「重
要だと思う」と回答した者が講義前では 82 名
（94.3％）であったが，講義後には 75名（87.2％）
と低下した．

（2）講義前後による食生活に関する行動，態度，
意識の変容
　講義前後の食行動，食態度，食意識の各得点を
表 2に示した．食行動，食意識では講義前と比
較し講義後に高得点を示した者が多かったが，有
意な差はみられなかった．また，食態度では講義
前後による変化は見られなかった．

　次に，講義前後による食行動，食態度，食意識
の各質問項目別の結果を表 3に示した．食行動
では，「食品の購入時や外食時に栄養成分表示を
見るか」の質問項目で「必ず見る」，「ときどき見
る」と回答した者は講義後で高く，有意な差がみ
られた（p<0.01）．また，「健康や栄養に関する
情報を得るように心がけているか」の質問項目で
「はい」と回答した者は，講義前の 35名（40.2％）
から講義後では 49名（57.0％）と高く有意な差
がみられた（p<0.01）．食意識では，「魚料理と
肉料理ではどちらが多いか」の質問項目で「魚料
理が多い」と回答した者が講義前の 9名（10.3％）
から講義後 16名（18.6％）と高く有意な差がみ
られた（p<0.05）．
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 4. 考察
（1）講義前後における食育に関する意識と食生
活に関する意識や態度の変容
　食育の意識では，講義前後で食育に「関心があ
る」と回答した者は 19 名（21.8％）から 42 名
（48.4％）と講義前より高まった．また，食育に
ついて「聞いたことがあり意味も知っている」と
回答した者は 11 名（12.6％）から講義後には
49 名（57.0％）と高まった．しかしながら，半
数の学生は，食育について「言葉は知っているが
意味はわからない」と回答した．三浦ら 7) は，保
育士・幼稚園教諭を目指す学生を対象に食育活動
への取組み前後で食育への関心やイメージについ
て調査した結果，食育活動への取組み後において
も食育への関心は低く，食育に対するイメージも
あまりできないと回答した者が半数以上であった
と述べている．本調査では，講義により食育への
関心は高まったが，食育の意味への理解について
は三浦らの結果と同様，講義後においても不十分
であり，食育をイメージすることの難しさが伺え
た．しかしながら，食育の周知度が高いほうが，
望ましい食生活を実践している者の割合が多い 8)

ことからも食育の意味を十分に理解させることは
重要であると考える．
　食生活に関する意識や態度の変容では，食行動，
食意識において講義前と比較し講義後に高得点を
示した者が多くなった．また，食行動に関する「食
品の購入時や外食時に栄養成分表示を毎日見る」
および「ときどき見る」，「健康や栄養に関する情
報を得るように心がけている」，食意識に関する
「肉料理より魚料理が多い」と回答した者が講義
後で高くなり，学生の食生活の改善がみられた．
しかしながら半数以上の項目で講義前後による顕
著な差がみられるものは少なかった．
　講義前後で学生の食生活に関する意識や態度の
変容がみられなかった理由としては，食生活に対
する行動変容の準備性の問題があったと考える．
結果には示していないが，現在の食生活を改善す
る意識について講義前では「時々気をつけること
はあるが，今後それを継続するかわからない」，「気
をつけることはないが，今後何かを気をつけよう
と思う」と回答した者は 7割以上を占め，講義
後でも変化はみられなかった．一方で，授業で習
得できた内容および授業を学んだ感想には，「子
供たちへの食育や，自分自身の食習慣に役立つこ

とが学べてよかった」，「食育について全く知らな
かったが，知識を身につけることができた」など
知識の習得に関する感想が 35 件，「自分自身の
食生活や食習慣を見つめ直すことができた」，「食
文化について様々なことを学び，今後の自分の生
活にも生かせると思う」など自分の食生活の振り
返りに関する感想が 20 件，「以前より食に関心
を持てるようになった．今後は学んだことを生か
したい」，「最初は食育に関して興味はなかったが，
受講しているうちに関心が高まった」など食への
興味・関心の向上に関する感想が 45件であった．
これらの感想から，食知識の習得や自身の食生活
を見直すことはできたが，問題の原因追究や解決，
行動の意思決定へは結びつかず，食生活の変容ま
では至らなかったと考えられる．津吉 9) は，大
学生を対象に調理学教育前後で朝食と昼食の欠食
状況は悪化したが，調理頻度の多い学生では朝食
の欠食が少ないことから，調理習慣の定着が朝食
欠食を減少に導くのではないかと述べている．本
調査では，講義前後で半数の学生が「食事をほと
んど作らない」と回答している．学生の食生活に
関する意識の変容を図るためには，講義による知
識の習得後，簡単に作れるレシピなどを提供し実
践力を高めていく必要があると考える．

（2）保育士養成校の今後の食育に関する教育に
ついて
　第 3次食育推進基本計画 4) では，社会状況の
変化に伴い，子供たちの食の乱れや健康への影響
が見られることから，保育所は子供への食育を進
めていく場として大きな役割を担うことが求めら
れている．宮本ら 10) は，保護者が保育所に求め
る食育は，集団における教育効果が期待される食
事のあいさつやマナー，自宅で教えることが難し
い食事づくりが多く，保護者自身が食生活で身に
付けたい知識や技術は，手早く作れる料理の作り
方，食事と健康の関係に関する知識，食品に含ま
れる栄養素の知識が多かったと報告している．ま
た，高橋 11) らは，現場保育士が養成校に求める
食知識として，子供への食支援において判断の基
準となる「栄養の基礎知識」が最も多く，次いで「食
形態介助の実習」，「食事のマナー」，「栽培活動の
知識」と実際の食育活動に必要な知識，技術の習
得が求められていると報告している．
　一方で，現場の保育士と保育学生は，保育所指
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針に示されている「食と健康」に関する食育内容
について「援助しにくい」と感じている 12)．特に，
「慣れない食べ物や嫌いな食べ物にも挑戦する」，
「自分の健康に関心を持ち，必要な食品を進んで
とろうとする」において両者ともに「援助しにく
い」と回答していることから，健康支援という視
点から食育に結びつける難しさを感じていること
が伺える．また，これらの食育内容に関し援助し
にくさを感じることは，保育士としての経験年数
が影響しているわけではない 12)．保育士の経験
により理解や技術が向上する食事援助と比較し，
栄養・食品への理解は，通常の保育経験だけでは
育成が難しいことが指摘 11) されている．本調査
では，講義による学生自身の食生活の改善は顕著
にはみられなかったが，保育経験により育成が難
しいとされ，かつ現場や保護者から要望の多い食
に関する基礎知識を習得させたことは，今後，保
育者として子供たちを援助していく際の手助けに
なると思われる．保育所での食教育実践が保護者
の意識や家庭に影響を与えることからも 13)，食
の知識と技能を活用し課題を解決させるための思
考力，判断力等や主体的な態度の育成を図れるよ
うに調査結果を講義に反映させ教育の質を高めて
いきたい．
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